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葛西海浜公園Ｑ＆Ａ

Q３ ラムサール条約湿地に登録することで公園利用に影響はある？

A３ この条約は、干潟を持続的に活用する「 ワイズユース」を推奨して

おり、公園利用に影響することはありません。潮干狩りや海水浴

体験などの海辺のレクリエーショ ンのほか、現在行われている海

苔づく り体験や大量の海水をろ過するカキを竹に付着させ水質

浄化を行う「 竹ひび」の設置などの活動もこれまでどおり行う こ

とができます。

Ｑ２ 葛西海浜公園ではどのような生き物が見られるの？

Ａ ２ 魚や貝など、多く の海辺の生き物が生息しています。干潟では観察会などが実施されています。

Ｑ１ 葛西海浜公園をラムサール条約湿地に登録した目的は？

Ａ １ ラムサール条約は、湿地の保全と持続的な利用、教育・ 交流などを進めるための

条約です。ラムサール条約湿地登録を通じて、干潟の保全や利活用への取組を

強化・ 継続していく 契機とするとともに、都心のほど近く で豊かな自然と人々

の営みが共存している環境先進都市東京を世界にアピールしていきます。

ハマゴウ

竹ひび設置活動

※『 東京都の保護上重要な野生生物種（ 本土部）-東京都レッドリスト -2010年版』（ 2010年東京都環境局自然環境部）より 写真提供：（ 公財）東京動物園協会
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葛西海浜公園のように、潮の満ち引きによって水没と干

出を繰り返す沿岸域の砂泥地を干潟といいます。潮の流れ

によって栄養分が運ばれ、太陽の光もよく 届く ことからプ

ランクト ンが豊富であり、それを餌とする貝やカニなどが

砂や泥の中に生息しています。さらに、それらを捕食する

魚や鳥などのさまざまな生き物も集まって来ます。

自然豊かな干潟は、人々の生活に役立つ多く の役割を

持っています。

● 潮干狩り、釣り、舟遊びなど、海辺の憩いの場
● 貝や魚などの食料の供給
● 貝などの生き物が水中の有機物を食べることによ
る水質浄化

● 波浪を抑制し、海岸を保全することによる防災機能

葛西地区の最も海に近い場所には、都民の憩いの場として「 葛西臨海公園」（ 約81ヘクタール）を整備し、その前面

の海には、干潟の保全を図り、都民の海とのふれあいの場とするため「 葛西海浜公園」（ 約412ヘクタール）を整備しま

した。これらの公園は、平成元年（ 1989年）にオープンしています。

葛西海浜公園は、延長約800ｍの2つの人工なぎさ（「 西なぎさ 」と「 東なぎさ」）と、沖合2kmまで広がる海域からな

る公園です。「 西なぎさ 」はバーべキューや潮干狩りなど、海辺でのレクリエーショ ンを楽しむことができます。「 東な

ぎさ」は自然環境を保全するため、一般の立ち入りを禁止しています。

かつての潮干狩りの様子 江戸川区郷土資料室蔵 江戸川区郷土資料室蔵海苔採集〈 昭和29年10月撮影〉

都市と共存する葛西海浜公園

葛西海浜公園について
葛西海浜公園

葛西海浜公園には、さまざまな渡り鳥が飛来します。

冬には、スズガモが海を埋め尽く すよう に群れをなして

いるほか、多く のカンムリカイツブリを観察することが

できます。

この公園の干潟は、平成30年（ 2018年）10月に国際的に

重要な湿地であることが認められ、東京都で初めてラム

サール条約湿地に登録されました。

大都市に残された広大な干潟の環境が保全され、人々

のさまざまな営みが豊かな自然と共存しているこの公園

は、国際的にも貴重な事例となっています。

東京都は、これからも地域住民や公園利用者とともに

この干潟を守り、活用する取組を進めていきます。

カンムリカイツブリカンムリカイツブリスズガモスズガモ

西なぎさのにぎわい 東なぎさの干潟

湿地の保全とワイズユース※を目的に、1971年にイ
ランのラムサールで採択されました。

日本は1980年に加入しており、釧路湿原や尾瀬など

が登録されています。

葛西海浜公園は９ つの基準のうち、「 生活環の重要

な段階を支える上で重要な湿地」、「 定期的に２万羽

以上の水鳥を支えている湿地」、「 水鳥の１種または

１ 亜種の個体群の個体数の１％以上を定期的に支

えている湿地」の３つを満たしています。

※ワイズユース（ Wise use）＝賢明な利用
湿地の生態系を損なわず、持続的に維持・ 利用していく ことにより、人間の生活を豊かにするとともに、次世代へと継承

していく ことを目指しています。

ラムサール条約とは

特に水鳥の生息地として国際的に重要な

湿地に関する条約

正式名称

葛西の海の歴史
葛西海浜公園の大部分は、荒川と旧江戸川の河口に広がる干潟となっており、「 三枚洲」

と呼ばれています。かつて、ここでは、海苔、アサリ、ハマグリなど豊富な魚介類がとれる

漁場として、また、舟遊びや潮干狩りなどを楽しむ憩いの場として、海と人々の暮らしが

深く 関わっていました。

しかし、東京の沿岸では、高度経済成長期に水質の悪化や地下水取水による地盤沈下な

どの公害が発生し、廃棄物の処理や物流用地の確保から埋立ても進んでいきました。

こう した状況に対する反省から、東京都は、昭和45年（ 1970年）に定めた葛西地区の開

発計画において、都市と自然との調和を目指すことを掲げ、東京に残る最後の自然の海辺

であった葛西沖の干潟を保全することとしました。

葛西海浜公園とラムサール条約
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